
優雅な踊りを披露
　やさしいフラダンスボランティア活動

賑わう多茂木の秋祭り
　多茂木神社祭典

　「やさしいフラの会」（曽根洋子小樽本部代表）の４
名がやすらぎへ来所し、心温まるフラダンス７曲を入居
者の皆さんに披露し、優雅な踊りと鮮やかな衣装に歓声
が上がりました。
　また、曽根代表からはハワイの文化やアロハという言
葉の意味、曲に込められている心情などの説明があり、
入居者の皆さんは興味深く聴き入っていました。
　最後には「アロハ―！」と大きな声で入所者の皆さん
が見送りのあいさつをし、たくさんの笑顔があふれたボ
ランティア活動を終えました。

　9
　　 ２3

バランスの良い身体づくりを目指して
　高齢者のための運動教室が開催

  ９
    27

　概ね65歳以上の方を対象に、小柳利哉一般社団法人日
本エン・スポータブル協会代表理事を講師に迎え、ロコ
モティブシンドロームの予防などを目的とした『高齢者
のための運動教室「いつでも・どこでも・だれでも」で
きる運動教室～バランスの良い身体づくりを目指して
～』が開催され、17名の参加者と９名のボランティアの
方が参加しました。
　当日はテニスボールを使用したマッサージや、姿勢の
良い身体づくりのコツなどが小柳さんから伝えられ、中
にはすぐにその効果を感じて驚く参加者もいました。

　秋晴れのもと、今年も美国町多茂木神社の祭典が行わ
れ大勢の町民の皆さんで賑わいました。
　22日の宵宮祭では、焼きそばやフランクフルトが振る
舞われたほか、様々な景品が用意されて行われたビンゴ
大会が開催されました。
　また、翌23日には子どもたちによる神輿渡御が行われ、
大人顔負けの堂々とした天狗の姿や、威勢のいい神輿の
火渡りに沢山の歓声が上がりました。
　最後に行われた子ども相撲では小さな力士たちによる
白熱した戦いが繰り広げられ、お祭りをさらに盛り上げ
ました。

  9
   18

 9
　　22

　また、翌23日には子どもたちによる神輿渡御が行われ、

 10
     4

 10
    11

 10
    25
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　第35回みなと保育所運動会が日司小学校体育館で行わ
れました。
　園児７名は、かけっこや玉いれ、つなひきにお遊戯と
日頃の練習の成果を発揮して大活躍し、元気いっぱい各
競技に取り組む姿に、会場からはたくさんの拍手と大き
な声援が送られました。
　また、ビデオカメラ等を手に走り回っていたお父さん
お母さんも最後のリレーでは白熱した走りを見せ、親子
で一体となって作り上げた運動会は大変な盛り上がりと
なりました。

　積丹山岳愛好会の橋場政男さんを講師に迎え、第５回
少年教室「かんじき作り」がＢ＆Ｇ海洋センターで開催
されました。
　当日は半円形に曲げられた竹材に縄を結んでかんじき
を組み立てる工程を行いました。
　冒頭に橋場さんより組み立てに必要な様々な縄の結び
方に関するレクチャーがあり、低学年の児童の参加もあ
りましたが、全員が時間内に完成させてかんじきを使用
した歩行を体験することが出来ました。
　参加者のみなさんは今回の製作を通してもの作りの楽
しさに高い関心を示していました。

地元の素材で昔の道具作り
　第５回少年教室「かんじき作り」

みんなのびのび、親子でハッスル
　第35回みなと保育所運動会

勝利へアタック
　第22回Ｂ＆Ｇ財団会長杯ＶＢ大会

　Ｂ＆Ｇ海洋センターで第22回Ｂ＆Ｇ財団会長杯バレー
ボール大会が開催され、４チーム計25名が参加し、熱い戦
いを繰り広げました。
　今回は男子の部の応募が無く、女子の部だけでの開催と
なったものの、参加者は大きな声を張り上げ、勝利を目指
して全力で戦っていました。結果は次のとおりです。

　
優　勝　チームバリ子（積丹）

　準優勝　ガンバローズ（積丹）
　第３位　古平Ａ（古平）
　第４位　古平Ｂ（古平）

10 
　　 5

 10
     6

 10            
    22
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催
し
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す

納期内完納に
ご協力ください

　
次
の
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り
無
料
法
律
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を
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設
し
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す
。

◆
日
時　

11
月
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日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
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後
４
時

◆
場
所　

余
市
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館
２
階

◆
定
員　
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（
１
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間
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）

【
申
込
・
問
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。

　

応
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は
お

 

無
料
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今月の納税
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。
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前
10
時
～
正
午

◆
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ー

◆
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年
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℡
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の
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ッ
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ン
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」
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場
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自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

 ●国民健康保険税
第５期・納期限

11 月 25 日

 ●固定資産税
第４期・納期限

12 月２日

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
週
間

つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
時
間
を
延
長
し
て
対
応

し
、
解
決
に
導
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

専
用
相
談
電
話

　

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

相
談
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す

　

11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　
　

午
前
８
時
30
～
午
後
７
時

　

11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

余市警察署からのお知らせ
～社会に広げよう被害者支援の輪～

　犯罪被害給付制度は、故意の犯罪行為により不慮の死を遂げた被害者の遺族の方や、障害が残っ

たり、一定の要件に該当する重傷病を負った被害者の方に対して国が給付金を支給する制度です。

　法律により給付金を受け取ることができる方や、申請の期間・方法が規定されているほか、加

害者と被害者との間に一定の親族関係がある場合や、加害者側から損害賠償を受けたり、労働者

災害補償保険法等の公的な給付を受けた場合等には給付金の全部又は一部が支給されない場合も

ありますので、詳しい内容については北海道警察本部又は最寄りの警察署に問い合わせて下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　【問合わせ先】　余市警察署　℡ ０１３５－２２－０１１０

ちゃんわが家の め ん こ

　

「人に優しく、いつまでも元

気に育ってほしいです！」

　   （雄斗さん・亜弥さん）

生 駒 琉 偉 くん

（10月14日生・野塚町）

あんぱんまんが好きで、あ

んぱんまんのおもちゃを見

せると声をだして喜んで遊

んでます。

いこま るい

　

「人とのつながりを大切にし

て思いやりのある優しい女の

子になってほしいです。」

（雅志さん・千尋さん）

増 山 結 珠 ちゃん
（10月18日生・美国町）

歌や音楽がだいすきで、う

たってあげると嬉しそうに

手をたたいたりおどったり

します♡

　

「明るく元気な子に育って

ほしいです。」

　 （雄介さん・真希さん）

板 垣 遥 大 くん

（10月27日生・美国町）

音楽をかけると楽しそ

うに体を動かします。

ますやま ゆず はるといたがき
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税　の　役　割

余市税務署　
  ☎２２-２０９３
国税庁ホームページ
  http://www.nta.go.jp

税を考える週間

税務署からのお知らせ

　国や地方公共団体は、国民の生活に欠
かすことのできない公共サービスを提供
するため、様々な行政活動を行っており、
その活動のために必要な経費を賄う財源
が「税金」です。
　国税の多くは、納税者自らが税務署へ
所得などの申告を行うことにより税額を
確定させ、この確定した税額を納税者が
自ら納付する『申告納税制度』を採用し
ています。この制度が適正に機能するた
めには、第一に納税者が高い納税意識を
持ち、憲法・法律に定められた納税義務
を自発的に履行することが必要です。

自宅や事務所などからインターネットを
利用して、
　１．所得税、消費税及び地方消費税、　
　　　法人税及び復興特別法人税、贈与
　　　税、酒税及び印紙税の申告　
　２．全税目の納税
　３．申請・届出等
の各種手続きをすることができます。
　
　e-Tax を利用して申告等を行う際には、
一部の場合を除き、電子証明書と IC カー
ドリーダライタが必要です。

国税電子申告・納税システム（e-Tax）

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます
平成２６年１月から

　平成２６年１月からは、事業所得（漁業や農業、個人商店を含みます）、不動産所得、
又は山林所得の生じる業務を行う全ての方について、記帳と帳簿書類の保存が必要とな
ります。
　なお、この記帳と帳簿書類の保存制度につきましては、所得税及び復興特別所得税の
申告が必要ではない方も対象となります。

■記帳する内容
　売上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載します。
　今回新たに対象となった方については、記帳に当たって、一つ一つの取引ごとではな
く日々の合計金額のみをまとめて記載するなど、簡易な方法で記載しても良いことになっ
ています。

■帳簿等の保存
　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った
請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。

保存が必要なもの 保存期間

帳簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） 7年

業務に関して作製した上記以外の帳簿（任意帳簿） 5年

書類

決算に関して作製した棚卸表その他の書類

5年業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り

状、領収書などの書類

【帳簿書類の保存期間】

【お問合わせ先】

　国では、毎年１１月１１日から１１月１７日までを「税を考

える週間」と定め、税務行政への理解と信頼を高めていただく

ために様々な広報・広聴活動を行っています。

　今年度は「税の役割と税務署の仕事」をテーマにしており、

税の役割や国税電子申告等について紹介しています。

　平成２６年１月からは、事業所得（漁業や農業、個人商店を含みます）、不動産所得、
又は山林所得の生じる業務を行う全ての方について、記帳と帳簿書類の保存が必要とな又は山林所得の生じる業務を行う全ての方について、記帳と帳簿書類の保存が必要とな
ります。
又は山林所得の生じる業務を行う全ての方について、記帳と帳簿書類の保存が必要とな
ります。
　なお、この記帳と帳簿書類の保存制度につきましては、所得税及び復興特別所得税の
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お
く
や
み
（
死
亡
）

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

  ３日（日） よ い ち 北 川 眼 科 医 院 余市町黒川町 22-1308

 ４日（月） 池 田 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 23-8811

10 日（日） 黒川町整形外科クリニック 余市町黒川町 22-2447

17 日（日） 森 内 科 胃 腸 科 医 院 仁木町北町 32-3455

23 日（土） よ い ち ク リ ニ ッ ク 余市町山田町 21-4570

24 日（日） よいち整形外科クリニック 余市町大川町 48-5000

１１月の余市管内休日当番病院等
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１㈮
●第43回文化祭（展示の部）
　（9:00～18:00 総合文化センター ３日まで）

６㈬
●無料法律相談
　（13:30～ 総合文化センター）

８㈮
●第９回はしご酒大会
●巡回はみがき教室
　（10:30～　子育て支援センター）

９㈯
●第43回文化祭（芸能発表の部）
　（18:00～ 総合文化センター）

14㈭ ●冬の交通安全運動（23日まで）

16 ㈯
◆バスで行く秋の健診ツアー①
◆親子ふれあい塾「親子料理教室」
　（9:30～ 総合文化センター）

20 ㈬
◆健

けんこう

口教室
　（13:30～ 入舸会館）

21 ㈭ ◆バスで行く秋の健診ツアー②

27 ㈬
●丸山健康相談　（13:30～ 丸山会館）

◆健
けんこう

口教室
　（13:00～ 総合文化センター）

30 ㈯
●びくに保育所第36回生活発表会
　（9:00～ びくに保育所）

 「◆」は、別に参加者募集のお知らせをします。
※都合により日程が変更になる場合がありますので、
　ＩＰ電話や回覧などでお確かめ下さい。11 月のこよみ

世帯数／1,221世帯（－１）

人　口／2,401人  （－４）

　男　／1,128人  （＋１）

　女　／1,273人  （－５）

－１１月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

佐
々
木
　
登
　
76
歳
　 

美
国
町

永
坂
　
和
子
　
73
歳
　 

美
国
町

小
柳
　
悦
子
　
85
歳
　 

美
国
町

長
谷
川
　
尉
　
83
歳
　 

美
国
町

慶 

弔 

録

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／7人(＋６）●転出／6人(＋５)

●出生／0人(－１）●死亡／5人(＋２)

平成25年９月30日現在､(　)内は前月比
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知

シ
ャ
ッ
タ
挙
ぐ
腕
に
九
月
の
風
し
み
る
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
幸
子

届
き
た
る
粒
の
き
ら
め
く
今
年
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

大
ク
レ
ー
ン
伸
び
て
秋
天
捉
へ
け
り 

　 

　
　
　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

孫
帰
り
夜
長
と
な
り
ぬ
手
酌
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
栄
子

千
畳
を
ひ
と
つ
に
秋
の
大
十
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
寺
　
　
猛

大
西
瓜
日
照
り
の
雨
に
割
れ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
美
枝
子

誰
も
い
な
い
処
暑
の
浜
辺
を
風
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
土
沼

　
　
清

診療時間 -　午前９時～午後５時

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会
白　川　幸　治　様（野塚町）

1
1
月
号
№
623

１５，０００円

この広報誌は再生紙を使用しています。

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第３位》

4,795日達成

（平成25年10月１日現在）

００

山　田　英　雄　様（神岬町）

佐々木　惠　子　様（美国町）

匿　名　希　望

１５，０００円

１００，０００円

２０，０００円

◆　し尿収集の日程・11 月　◆

日(曜日 ) 地　区 日(曜日 ) 地　区 日(曜日 ) 地　区 日(曜日 ) 地　区

13㈬ 神岬・草内 18㈪ 余別・来岸 25㈪ 野塚 28㈭ 入舸・幌武意

14㈭ 余別 19㈫ 来岸・西河 26㈫ 日司

15㈮ 余別 20㈬ 野塚 27㈬ 日司・入舸

広報しゃこたん平成 25 年 11 月号
24


